
目名弄口62年1月王3日

係数I…………1

保険数学I （問題）

1．次の11〕～肛O〕までについて，それぞれ五つの選択肢の中からI正しいものを一つ選んで，所定の解答用

紙に，例えばlA〕とかlD〕のように記号で記入せよ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40点）

11〕κ才加入”年満期養老保険（保険金1，保険金年末払，保険料年払）をf年経過時に減額払済養老

　俸険に変更するとき，変更後の保険金額に最も近い数値はどれか。

　　ただし，d＝O．052，あ，、司＝15．1，a蟷十‘、高三12．4とし，付加保険料と解約控除は考えないものとする。

　1川　O．46　1則　O・47　1σ〕　O・48　1D〕　O・49　（珂　O・50

②　次の式のうち，正しいものはどれか。

　　　　　　　　1　　　　皿　　　　　　　　1　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　1川　1∫・〕司一ガ司一丁　1則　面一踊＝・　〔σ〕　P司E喝十d

　　　　　　　　1　　　n””■　　　　　　　　　　　　　1　　1

1DHll〕1ブ1－T　lπH∫lh＋戸
　13〕μ’志のときlop・・の値はどれか。

　　1川　音　1則　…　1σ〕　書　1D〕　亨　1”〕　吾

　14〕次の言己述1I〕、lmの正否を判定せよ。

　　｛I〕　冗≦ψならばe■≧eΨ

　　m〕　エ≦！’ならば躬十〇■≦リ半e町

　　〔A〕　｛I〕，｛I〕とも正しい。

　　｛B〕　｛I〕は正しいが｛I〕はj正しくない。

　　lC：lI〕、価〕とも正しくない。

　　｛D〕　｛I，は正しくないが．｛I〕は正しし・o

　　lEH膿は正しくないが，死力μ、が単調増加のときに限りは〕は正しい。

　15〕死力が定数々のとき7，を表わす式は次のうちどれか。

　　1川　由　同　缶　1C〕　芸　1D〕　山　1∬〕　生十6

　16〕　。lo，を表わす式は次のうちどれか。

　　　　　（1＋つ｛。瓦，一．．1ん、〕　　　　　．．E，一｛．．1ん，　　　　　　。届ゼい十つ一ん

　　1川　　　　。　　　同　　　。　　lc〕　　　。

　　　　　（1＋O。互，一■ん．　　　　　　い十｛〕1・・E・一’・・1ん】

　　lD〕　　　。　　　岬　　　　一

　17〕終身保険（保険金年末払、保険料終身払，保険金且）の年払純保険料Pについて，凡E0．062217，

　　P五十1芒O．066565とするとき，κ才の生存率p・の値に最も近いものは次のうちどれか。

　　ただし，｛＝5．5％とする。

　　1川　O．955　1則　O．960　1C〕O・965　10〕O・970－1亙〕　0・975

　⑧P，三〇．10，　4、ド。．04，　p・，o・95のとき1γ，の値に最も近いものは次のうちどれか。

　　1川　O．0711則　O．0791σ〕0・0871D〕O・0911則　0・098
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保養史I・“　　　・2

19〕15P柵三〇。038，P価洞宝。，056。λo。＝O．625のとき，砧、司の値に最も近いのは次のうちどれか。

　1川　0・003　（別　0．008　1σ〕　0．O11　lD〕　0．O18　1週〕　O．032

ω　次の式のうちで・ρ刊を表わしているのはどれか。

　｛刈　　　1一“佑す　　｛B〕　　n叱十日～一n　P可　　　〔σ〕　　n％n～

〔D〕　πP・十〃四一I　〔刷 …卿十nρ，十＾～

2．20年満期養老保険において、年払純保険料が2回目以降王1回目まで，初年度の鈍保険料の5％ずつ逓

減し，工1回目以降は一定であるという。

は〕初年度の年払鈍保険料を求めよ。

12〕過去法と将来法によって第C年度末鈍保険料式責任準備金を求め，両者が一致することを証明せよ。

　　ただし，保険金＝1，死亡保険金は年末払とする。　　　　　　　　　　　　　　　　　（20点）

3．

ω

12〕

死力μ、が単調増加するとき，次の不等式が成り立つことを証明せよ。

　面刷司≧百司

　　　　⊥（点）㌧1≧去・・（由）

ここにぺ一帯と払 （20点）

4　生存確率が山，。p二なる2つの死亡表があり，その死力が

　　　　　μ。．，λ十ηc■

　　　　　μ二＝〃十週’ぴ

　である。

　その場合，すべての。について舳，＝5p二　のとき

　〃及びB’をλ，B，cの式で表現せよ。

　ここで，λ、8，〃，B’，0は定数，0は2つの死亡表で同じ値とする。 （20点）
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1．

街都寅差交等至I （菌撃答｛列）

問 題　番　号 解 答

（1） （E）

（2） （A）

（3） （C）

（4） （D）

（5） （B）

（6） （C）

（7） （D）

（8） （B）

（9） （B）

（10） （B）
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2．ω　11回目以降の純保険料をPとすると

　　　　P
　　　　　　（2D五十1．9Dx，1＋…十1．1Dx、，十Nx，10－Nx，20）二
　　　　D．

　　　　1
　　　　　　（Mx－Mx，zo一トDx，20）
　　　　Dx

　　　　　　　　　　　　　　Mx－Mx．zo＋Dx，zo
　　　　　　　p二

、茎（2－O．1k）D舳・N。。一ザN。。。。

ゆえに当初の純保険料は
2×（Mx－Mx，zo＋Dx，20）

質茎（2－0．1k）D舳十N。。1ザN。。。。

（2）　t≦10のとき

過去法…一
Aし、／嵩（舳）・…・・一（卜晦・）／

際法・・。一／M・。・一M舳…ボ、郭一1．1・）・舳・

　　　　　　　　一（・、、、。一・、、、。）・／．・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D舳

＝Ax，t：莉」P・
Dx．t

／嵩（2－O．1・）・＿十1・一■a・・川：祠／
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過去法…一
A士、條用）・一パ・一（㎞一㎞）1

ここで嵩（2－O．1・）D出パP－M・一一点郭一0．1k）D。。パP

　　一（Nx，10－Nx．20）P－Mx，z〇十Dx，zo

　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　1
霊　　　　（Mx，t－Mx，z〇十Dx，20）一
　　D荒、t　　　　　　　　　　　　　　　　Dx，t

　　　　　　　／、茎（1－0．1・）・舳・一（…1・一・舳）・／

　　　　　　一・一冊・・、±、／嵩（1一㏄1・）・…

　　　　　　　十、。．、la、、、。、一

　　　　　　1将来ま雲tVx

t＞10のとき

同様にして計算できる。

3．（1） O≦t≦nで

、、、、、一
辜ﾊ・・1・1、、一・μ…

（’．．μ。は卓識勧口でμ。、τ≦μ。、。）

したがって

互。：司一
轤P・。・。・・

　　　・∫ぺμ京十盲t
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一∫こ（δ十μx州）・・

　　1一ξ・（δ十μ…）

　　　　　　　δ十μ。、。

　　　　＝　　α　司

　　∴　互x：刃≧　亙’司

（2）瓦x舳：1一δτx：nより，

（亙1司H1．、≒、得ジ・1

　今，一般に秒＞Oならばη一1≧1og砂が成り立つので

（、1司ゾ1…（万1司ア

　　　　　　　　　一㎞・（1．δ≒、、司ア

　　　　　　　　　一一1・・（1．、互、、司）

　　　　　　　　　・百1・・（1．δ房記）

　　　　　　　1　　　　1

　　　　　　　1　　　　1

τx州≧〆刑と1一δ互x柵＞Oカ、ら

　　　1　　　　　1
　　　　　　≧　　　　　　　＞◎が成り立っ
　！一δ互x：柵　　　1一δ〆荊
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　　　　　　　　　　　　　　　κ4．μx＝A一←BC■より4x：ksx　go

　　　　　　　　　　　　　　ここで1ogS：一A

　　　　　　　　　　　　　　　　　1099＝一B／（1og　C）

　同様にして

一μ二＝A｝B’Cxより＾＝k’s生g’“

　　　　　　　　　　　　　　ここで互。gS’＝一A’

　　　　　　　　　　　　　　　　　1099’＝一B’／（1og　C）

20Px＝5P’x．より

20Px＝
ム。20

5P　x：

＾

互。。5

　　　X＋20Sx士209c　　　　　　　x　20
　　　　　雪S209c｛c　一1〕

　　xSxgc

S’x＋5g’c
X＋20　一

4x　　　　　　　x
　　　　S’吏g’c

　　　　　x　ヨ　　　　C　｛C一一〕
＝・ r’冒g’

．’ D　S20＝S’5　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（イ）

　　X　20　　　　　　　　X．　5　gC（C一一）≡g’C（C－1）一一一・・（口）

（イ）より 201og　S二51ogS’

．． D　一20A＝一5A’
．．

DA’＝4A

（口）より　Cx（C20－1）1og　g＝Cx（C5－1）玉。g　g’

一Cx（C20－1）×B 一Cx（C5－1）xB’

．‘

DB’＝

1ogC

C2L1
C5－1
xB

1ogC
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